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はじめに
2015 年 9 月、 ル ー テ ル 学 院 大 学 の 国 際 教
育・国際交流は新しい段階に入った。北欧ノル
ウェーの首都オスロにあるディアコニア大学 1
（Diakonhjemmet University College、2016 年 1
月に同大を含む三大学が統合されて現在の正式名
称は VID Specialized University）と学術研究教
育協力協定を締結したからだ。
１.	国際教育の歴史
本学の海外の高等教育機関との協力協定は
1970 年代のシカゴ・ルーテル神学校（Lutheran 
School of Theology at Chicago、修士博士課程を
持つ大学院大学）との交流協定に端を発すると言
えよう。教員の交流（当時、毎年 LSTC の教授が
集中講義に来日、本学からも訪米して客員教授と
して貢献）、また本学の学生が一年間の在学留学
をした。本学の神学大学神学部と神学校の４年間
の学びに英語での特別の課題を加えれば、LSTC
の M. Div.（牧師になる資格である神学修士号）
を得られるという仕組みまであった。現在の高等
教育機関のダブル・ディグリーという形での国際
交流のはしりであった。残念ながら、この協定は
現在は事実上終了している。（これとは別に、フィ
ラデルフィアルーテル神学校やルーサー神学校は
じめアメリカ留学をし学位を得た卒業生は多く、
LSTC だけで神学博士（Th. D.、Ph. D.）や神学
修士（Th. M.）を取得した者は五指に余る。）
2016 年度は本学の「社会福祉教育 40 年」の
節目を祝う年である。1976 年 4 月に神学部神学
科の中に「キリスト教社会福祉コース」を開設
し、11 年の実績をもって 1987 年に「社会福祉学
科」へと改組して、さらに 2001 年に大学院を設
け、今日に至っている。そのルーテル学院大学の
社会福祉教育の特徴をなすのが徹底した実習教育
であったが、併せて、早くから国際交流に取り組
み、その教育をより豊かにしてきた。
米国（コンコーディア大学ポートランド校、ダ
ギーセンター 2）、韓国（ピョンテク大学、ルーテ
ル大学）、フィリピン（アジア社会学院 ASI）等
に加えて、スウェーデンのリンショッピン大学と
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協力関係を結び、研修旅行を何度も実施した。北
欧の社会福祉の実際に触れるまたとない機会で
あった。先方からも教授を迎えた。しかし、ス
ウェーデンとの活発な交流は諸般の事情で継続で
きない状況がかなり続いてきた。
２.	両校が結びつくまでの経緯
そのような中、2014 年に始まった本学の新カ
リキュラムは「国際」にも力点を置くことを定め
ていた。本学の設立母体のルーテル教会と同じル
ター派の教会が主であり、長い歴史的なつながり
もある北欧諸国が福祉国家・福祉社会を世界に先
駆けて発展させてきたのであるから、そことの交
流、また社会福祉の研究は本学にとって大きな意
味のあることと判断し、ノルウェーのディアコニ
ア大学との接触が図られた。
これまでの国際交流のどれもがそうだったよう
に、今回もまたそれを可能にする人間的な関係が
背景にあった。先方のキー・パーソンはチェル・
ノールストッケ教授（Dr. Kjell Nordstokke）、ディ
アコニア大学の名誉教授であり前総長である。
この方と本学学長江藤直純はルーテル世界連盟
（LWF）3 の理事会で７年間毎年会っていた旧知
の間柄であった。またノールストッケ夫人和美さ
んは生粋の日本福音ルーテル教会 4 育ちで、彼女
の父君はスカンジナヴィアの宣教団体が始めた、
袋井市にあるデンマーク牧場 5 の開拓期以来の中
心人物であり、その縁でノールストッケ教授は現
在の「福祉村」（特養ディアコニア、児童養護施
設まきばの家、自立援助ホームこどもの家、こひ
つじ診療所）を擁する社会福祉法人デンマーク牧
場福祉会と近しい関係にあった。それらの要素が
益して、本学教授原島博が 2014 年から接触を深
めてディコニア大学との交流が誕生した。
両者は、どちらも広い意味でルーテル教会がそ
の背景にあり、先方がディアコニア学、看護学、
社会福祉学の三専門分野を持ち（2016 年の統合
で神学も併せ持つことになった）、本学はキリス
ト教学・神学、社会福祉学、臨床心理学を専門と
する、他者援助の専門職養成という共通の使命を
持ち、どちらも比較的小規模な大学という意味で
教育のミッションとその根底にある思想・宗教、
大学の性格にいくつも共通性を有するということ
が、関係樹立を可能にしたと言ってよい。
３.	協力協定の締結とこの２年間の５つの
プログラム
周到な準備の上に、2015 年 9 月 1 日、ディア
コニア大学において、イングン・モザー（Dr. 
Ingunn Moser）同大学学長とルーテル学院大学
学長江藤直純とは包括的な学術研究教育協力協定
にサインをした。この協定の特徴の一つは、ディ
アコニア大学が所属する EU（欧州連合）の域内
の大学間協力の枠組みである「エラスムス」とい
う機構が持つ、域外大学との協力関係（「エラス
ムス・プラス 6」）を可能としたことである。域内
での交流のみならず域外にある大学との交流促進
のために、「エラスムス・プラス」からの学生・
教職員の交流の渡航費・滞在費の応援がでる仕組
みがあり、さらに学生にとっての条件は大学・大
学院の単位の相互承認である。そのほかに研修旅
行の受け入れなども協定には含まれている。
その結果、この最初の２年間に５つもの交流プ
ログラムが可能となった。その第一が、2015 年 8
月 31 日から 9 月 9 日までの第一回ノルウェー研
修旅行である。学部生・院生 12 名とルーテル系
福祉施設職員 1 名、引率教員 2 名、計 15 名が参
加した。本研修については、本稿「４．ノルウェー
研修旅行報告」で詳述している。
第二が、ディアコニア大学からの教員派遣で、
ノールストッケ教授が来日し、二週間の集中的で
多彩な講義やセミナーが 2016 年 9 月 15 日～ 27
日に東京で開催された。その詳細については、本
稿「５．日本における教育交流」で述べる。
第三は、本学の学生・院生のディアコニア大学
への短期留学である。これは 2017 年 1 月から 7
月まで本学大学院生（臨床心理学専攻）が受け入
れられて現在研鑽に励んでいる。授業は英語でな
される。
さらに第四は、教職員の短期研修である。2017
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年 3 月に原島教授がディアコニア学および実習教
育などについての学びのために赴く。
最後に第五は、先方からの研究者の受け入れで
ある。特に日本の高齢者福祉に関心を持つ教員の
来日が検討されていると聞く。学生の可能性もあ
る。
４.	ノルウェー研修旅行報告
まず、2015 年 8 月 31 日（月）～ 9 月 9 日（水）
に行われたノルウェー研修旅行について内容を報
告する。
１）研修日程
研修日程は以下の通りである。
8/31（月） 午前、東京（成田）発
 午後、コペンハーゲン経由オスロ着
9/1（火） ディアコニア大学にてオリエンテー
ション
 大学の歴史、ノルウェー社会の変遷、
組織とカリキュラムなど、担当の先生
より講義をいただく。
9/2（水） 講義・見学：高齢者支援・サービス等
 訪問先：サーゲネヤンメ  
（Sagenehjemmet）
 一日の振り返り
9/3（木） 講義・見学：障害と雇用
 訪 問 先 ①： シ グ ノ・ リ コ ン（Sygno 
Rycon）（作業所）
 訪問先②：シグノ・コンラド・スヴェ
ンドセン・センター（Sygno Conrado 
Svendsen Senter）（デイサービス、リ
ハビリ訓練）
9/4（金） 講義・見学：都市の貧困（低所得、薬
物依存、移民・難民支援）
 訪問先：チャーチ・シティー・ミッショ
ン（The Church City Mission）
9/5（土） コミュニティ訪問
 ディアコニア学と実践についての講義
 研修の振り返り
9/6（日） オスロ大聖堂（ルーテル教会）礼拝出
席
 オスロ市内観光（オスロ市役所、美術
館、ヴァイキング博物館、ノーベル平
和賞記念館など）
 ノールストッケ教授のお宅でカレー
パーティー（和美夫人の手料理をいた
だく）歓談
9/7（月） 交流協定調印式
 ディアコニア大学の在学生との交流会
 自由時間
9/8（火） 午前、オスロ発、コペンハーゲン経由
9/9（水） 成田着　解散
２）実際の見学先
①サーゲネヤンメ（Sagenehjemmet）
非営利法人ディアコニヤンメは、病院、大学、
幼稚園、ケア施設、薬局、高齢者施設などを運営
管理している。サーゲネヤンメはその一つで、特
別養護老人ホームである。およそ 70 人が入所し、
８割が認知症。現在、居室はすべて個室になって
おり、プライバシーが保たれている。入所者 7 人
ずつのグループに分かれたユニット・ケアが実践
されている。
現在、入所費用は応能負担。施設の運営費は、
入所費用を市に一度支払ってから、施設の状況を
考慮して市より支給される。この施設の場合は市
から年間およそ 80 万クローネの予算が支給され
るという。定期的にケア体制について行政（オス
ロ市）の監査が行われ、ケア・サービスが管理さ
れている。（写真１）
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（写真１）施設サービスや運営についての講義
この施設はキリスト教主義であるが礼拝などは
行われておらず、入所者の宗教も様々である。入
所者一人一人の宗教に合わせたケアを大切にして
いることを伺った。また、入所された方のほとん
どはこの施設で亡くなるため、生きがい、住んで
よかったと思ってもらえる施設経営を目標にして
いる。
この施設で働く人のほとんどが看護師または準
看護師である。ソーシャルワーカーは雇われてい
ない。また、医師、洗濯係、服の管理者、美容師、
フットケア担当者、調理師などがいる。おもしろ
いことに、ボランティアとして訓練された犬も働
いているそうである。看護師が中心となり利用者
のケアをするが、看護師、介護職員がともに働き、
業務をはっきりと区別しているわけではない。た
だし薬の管理などは専門の資格を持った看護師が
担当する。
高齢者の一人一人に合わせた ADL を高めるた
めのプログラムを行っており、利用者のニーズ
に応じて、理学療法士がリハビリ計画を作成す
る。（ノルウェーではこのような施設には入居者
の ADL 維持のため、１施設あたり１人の理学療
法士を雇うことが法によって義務付けられている
そうだ。）その人ができるだけ自分で生活できる
ように環境を整えており、ベッドから起き上がる
程度の運動から、洗濯、身辺の管理まで様々な活
動が行われている。この一環として、外出が積極
的に行われており、電気自動車を用いた散歩など
も行っている。最近導入された三輪自転車は入所
者にとても人気があり、わたしたちも体験させて
もらった。（写真２）
（写真２）利用者の散歩に使われる三輪自転車。
運転は職員が行う。
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この施設の１階はカフェとなっており、週６日
は地域住民に解放しており、12 家族ぐらいが入
ることができる。このように、近所との横のつな
がりを作ることも大切にしている。また言語療法
士や看護師を目指す学生を実習生として受け入れ
ることを積極的に行っており、後継者の養成も重
要な仕事のひとつとして位置づけている。このよ
うにさまざまな興味深い活動を行っている施設だ
が、現在では高齢者の要介護の重度化が進み、市
の予算が追いつかない現状があることも伺った。
②シグノ・リコン（Signo	Rykon）
シグノ・リコンは、主に聴覚障害者を支援する
ためのディアコニアヤンメが運営する伝統的な非
営利団体のひとつである。現在組織は 8 つのユ
ニットに分かれ、750 人の聴覚障害者、150 人の
視覚・聴覚障害者を対象に多様なサービスを提供
している。今回訪問したシグノ・リコンが運営す
るサービスの中でも職業支援サービスに特化して
いるシグノ・リコン AS と特別養護老人ホームの
サービスが含まれている総合福祉施設のシグノ・
コンラッド・スヴェンドセン・センターの 2 つを
訪問した。
シグノ・リコンAS（Sygno	Rycon	AS）
シグノ・リコン AS が支援する対象は幅広い。
この団体は 20 ～ 60 代のノルウェー全土から来る
聴覚障害者たちの職業支援を行っている。近年は
移民や難民がノルウェーでも増えており、支援の
対象者たちの大半もそうした人々を含んでいる。
聴覚障害者の人たちが職場できちんと働けるよう
に職業訓練を実施したり、手話通訳を行ったりと、
提供するサービスはそれぞれのニーズに合わせて
行われている。
わたしたちは、実際に AS が職業支援をした男
性の働いている現場を見学した。彼は手話通訳を
介してわたしたちに熱心に仕事場を案内し、説明
してくれた。男性の仕事は卸売の包装から出荷ま
でだそうだ。聴覚障害をもつ仲間とチームを組み、
一連の作業を行っているそうである。耳が聞こえ
ないというハンディキャップを持っていてもそれ
を仕事の場における障害とせず、働ける環境が整
えられていた。（写真３、４）
（写真３）シグノ・リコン正面玄関
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（写真４）シグノ・リコンの作業所（フルーツのパッキング作業見学）
シグノ・コンラッド・スヴェンドセン・センター
（Signo	Conrad	Svendsen	Senter）
本センターは郊外の住宅地にぽつんと佇む施設
であった。こちらの施設も、ノルウェーにある伝
統的な施設の一つで、歴史が長い。聴覚障害者の
人々がまだ社会的に不利な立場にいた頃から、支
援を行なってきた歴史がある。過去には、聴覚障
害者の人たちが周りの人々と円滑なコミュニケー
ションが取れなかったために、殺人犯として刑務
所に入れられ、後に冤罪であることが判明する事
件が起こった時代についての話を伺った。はじめ
は聴覚障害者のための作業所の開設から始まり、
長い歴史を経て、現在では作業所、住宅の提供、
リハビリテーション・プログラムなど様々な支援
サービスを提供している施設である。わたしたち
は、この広い施設の隅々まで案内して頂いた。（写
真５、６）
（写真５）シグノ・コンラッドの施設外観
63
キリスト教を基盤とする福祉の国 ノルウェーの大学との学術研究教育交流―ディアコニア大学との二年間
（写真６）刺激療法体験の様子
③チャーチ・シティー・ミッション（The	Church	
City	Mission）
本団体は 160 年前にオスロ市内で始まったキリ
スト教主義の社会支援団体である。現在 1500 人
のスタッフと 1500 人のボランティアによって 40
のプロジェクトを実施している。設立当時のオス
ロはとても貧しかった。社会的および健康に関わ
る問題が顕在化し、アルコール依存なども深刻な
問題となっており、衛生的にとても劣悪な状況に
あった。そのような中、福音を伝える目的で始まっ
たのがこの団体の活動である。ストリートプリ―
スト（路上で活動する牧師）として、貧困街へ出
向き、牧会をするなどの仕事をはじめとして、の
ちにアルコール問題、低所得者問題、子どものサー
ビスなどにも取り掛かるようになる。現在では高
齢者支援、幼稚園や高齢者施設の運営、薬物依存
の対策、行き場を失って流入する東欧、アフリカ、
中東からの難民への支援を行っている。
地域への働き方は「人々の基本的なニードに働
きかける」ことであり、設立当初から大きく変化
していない。アウトリーチを基本的な精神として
いる。また移民など多文化、多言語の人が多いた
め、音楽により関わること、そしてケースワーク
を重視している。ケースワークでは人身売買の
ケースなども扱っている。1907 年、当時は大聖
堂がオスロ市内に 2 つしかなく住民から遠い存在
であったため、さらに教会堂を増やしていった。
教会に来る住民の要望も聞き入れ、教会堂は食事
のできる場所、子どもの幼児教育サービスを提供
する場所としても機能していった。（写真７、８）
（写真７）チャーチ・シティー・ミッション事務局での講義：ストリート牧師のカールさん
64
ルーテル学院研究紀要　No. 50　2016
（写真８）活動地域の街並み
ノルウェーは EU に加盟していない。そのため
移民の問題がとても深刻であり、政治的問題にも
なっている。特に移民のうち、ルーマニアから 
ノルウェーに移動して生活するロマと呼ばれる
人々 7 の多くは貧困に苦しんでいる。ロマ人の貧
困者数はここ数年間で増加傾向にあり、本団体を
はじめ、いくつかの民間ボランティア団体が支援
を行っている。移民に対しては、ノルウェー語の
教育、編み物などの技術トレーニング、アドボカ
シー（権利擁護）を実践している。ノルウェーの
政府だけでは対応できない移民・難民問題につい
て、民間である本団体が必要なニーズに柔軟に応
えている。2012 年までノルウェー・ルーテル教
会はノルウェー国教会であったが、現在は国教が
廃止された。民族が多様化するなかで、本団体は
多様な宗教を尊重している。（写真９～１３）
（写真９）ロマ女性への職業訓練（縫製、カバン作り）
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（写真１０）ロマの女性が取り組んでいるキルトづくり
（写真１１）チャーチ・シティー・ミッションが運営するカフェの責任者とスタッフ
（写真１２）オスロ中央駅の外観
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（写真１３）中央駅の２階にはルーテル教会が運営するホームレスの方々が利用できる居場所がある
４）ディコニア大学での交流協定調印および在学
生との交流会
ディアコニア大学で協定調印式を行い、ノル
ウェー人学生とアフリカからの留学生に日本紹介
を行い、ディアコニア大学の学生から大学入学動
機や将来の進路について伺った。大学のカフェで
昼食を一緒に頂き、よい交流の機会となった。何
気ない会話の中で文化の違いが感じられ、大変興
味深かった。昼食後は、ノールストッケ教授によ
るディアコニアの講義を受けた。（写真１４）
（写真１４）交流協定調印式　江藤学長と Ingum	Moser 学長
５）学生の感想より
研修報告の最後に、学生の感想を紹介する 8。
所属と学年は、研修当時のものである。
・「シティーミッション」について。ここは、オ
スロに古くからあるルーテル教会の礼拝堂が本
部になっている。麻薬の密売が頻繁に行われた
り、貧しいイスラム教徒が多く暮らす、貧困街
が近くにある。「ストリートプリースト」と呼
ばれる牧師がそこへ出向き、人々にあった支援
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活動や伝道を行っている。キリスト教徒ではな
い市民も増えつつあるノルウェー、この活動に
はノンクリスチャンも参加している。日本では、
路上で伝道をしている、カルト宗教をよく見か
ける。したがって宗教が積極的に町へ出るとい
うのは、悪いイメージがあると私は考えている。
しかしそれを気にして教会が待つだけでは本来
の宣教ではない。（中略）「待つこと」も大切で
はあるが、この貧困街のように困窮する人々を
前にして、待つだけではいけないと思う。また、
そうした人々を支援する時に気を付けたいこと
がある。お金や日用品をただ渡すだけでは支援
の意味がないのである。人々の声に耳を傾けて、
何が必要かを的確に判断することが必要だと、
オスロでの経験から分かった。
  （キリスト教人間学コース２年　中村 ひとみ）
・ディアコニア大学では、教授を交えた昼食の会
話の中で、「ディアコニア」が「キリスト教精
神に基づく社会サービス」を意味することを初
めて知った（地名と思っていた）。移民により
宗教の多様化が進んでいるが、国民の８割以上
がキリスト教徒である。同大学のマスターで学
ぶディアコニアの faith based は、キリスト教
の価値観に深く根付いているが、人間の尊厳、
エンパワメント、共感、正義、平和であり、ま
さにソーシャルワークの理念そのものであっ
た。これは大人子供老若男女、民族宗教を問わ
ず、全ての人間を包括する理念である。いろん
な人たちがいてこそ社会は豊かになるという言
葉が印象的だった。
  （大学院社会福祉学専攻２年　武内 典恵）
・ノルウェーは基本的にキリスト教が基盤となっ
ていることが、日本との最も大きな差異である
と感じた。ディアコニア大学の講義でも言って
いたが、人間にはメンタル、フィジカル、ソー
シャル、スピリチュアルの４側面があり、特に
スピリチュアルな面の、宗教を問わず自分を
超えた存在の確信が大切であるという。（中略）
また福祉全体として、日本のように企業の福祉
領域への参入がなく、福祉に対して競争的では
ないこと、またボランティアとしての慈善活動
は、個人レベルではあまりないことが印象的
だったが、これも国民性によるもので、必要と
される前に助け合える環境があることが大きい
のではないかと思う。サーゲネヤンメという高
齢者施設でも、横のつながりを大切にしていた。
日本は一人でも生きていけるように整備されて
いる社会、ノルウェーはつながりを重視し、お
互いにエンパワメントすることを尊重している
社会であり、それは宗教による影響が強いと感
じた。各国には、その国民性に応じたそれぞれ
の福祉の良さがあるということであると思う。
福祉を考える上で、国民性など、対象とする住
民の性質を抑えることは大切であると感じた。
  （地域福祉開発コース２年　藪 宏之）
・ノルウェー研修中に泊まっていたホテル周辺の
道路はほとんどデコボコしていて坂道だらけ
だった。移動のために使った電車と駅のホー
ムの隙間は日本では見たことのないような広さ
だった。路面電車の入口は階段であった。お店
の中には階段や段差があるのはもちろんである
が、スロープがあってもとても１人では登れな
いような急勾配のものであった。正直に言うと、
道路や公共交通機関といったインフラ面のみで
日本と比較したら断然日本の方が福祉国家と言
えるものであると思った。しかし、このような
インフラ環境の中でも、貨物用エレベーターな
どの既存のものを使用することや、私が公園の
砂利道でタイヤがはまり動けなくなっていると
ころに自然に「May I help you?」と声をかけ
てきてくれるなど、枠にはまることがないノル
ウェー人の寛大さとフレキシブルさがあるから
がゆえ、北欧型福祉が成り立っていると思った。
日本も今よりも少しくらい不便になったほうが
自然に人々の助け合いが生まれ、人々が生きや
すくなると思った。
  （社会福祉学科４年　宮島 大輔）
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５.	日本における教育交流：	 	
ノールストッケ教授の集中講義
次に、日本における教育交流について報告する。
ディアコニア大学からノールストッケ教授が来日
し、本学で 2016 年 9 月 15 日～ 27 日の間、集中
的で多彩な講義やセミナーが開催された 9。
１）大学・神学校での講義
①学部の授業「福祉のキリスト教的源流」集中講
義
「エラスムス・プラス」の定めで、受け入れ校
で教える科目と送り出し校の提供する科目が一致
することが必要で、ディアコニア学を学ぶ科目と
して「福祉のキリスト教的源流」を充てることに
した。全 15 回の講義の内、ノールストッケ教授
に 9 月 17 日と 24 日の 2 回の土曜日に一日 3 コマ
で計 6 コマ（通訳あり）、本来の担当の江藤が残
り 9 コマという分担にした。
その講義のタイトルは以下の通りである。
「現代の北欧諸国の社会福祉の発展とその特
徴」、「19 世紀ドイツにおけるディアコニア運動」、
「ディアコニアの聖書的基礎」、「キリスト教の歴
史におけるディアコニアの展開（1）」、「キリスト
教の歴史におけるディアコニアの展開（2）」、「ディ
アコニアから 21 世紀の世界と市民社会に提示さ
れたチャレンジと可能性」。
予め送られてきた授業のレジメの日本語訳が受
講生に配布され、また講義はパワーポイントを毎
回使い、写真やチャート、要点などを分かり易く
図示しながら、講義は進められた。ノルウェーの
事情に熟知しているだけでなく、それとはかなり
異なる日本の文化や社会、福祉の制度にも通暁し
ている和美夫人がときどき理解を助ける発言をし
てくださり、益するところ大だった。（写真１５、
１６）
（写真１５）学部の授業「福祉のキリスト教的源流」
（写真１６）ノールストッケ教授
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ここに、第４回講義「キリスト教の歴史におけるディアコニアの展開（1）」のレジメを参考までに
掲載する。（資料１）
 
資料 １  
2016.9.24「福祉のキリスト教的源流④」 
キリスト教の歴史におけるディアコニアの展開（1） 
ディアコニア大学名誉教授 
チェル・ノールストッケ 
1.  ディアコニアの実践としてのもてなし hospitalityと訪問（ヘブライ 13:1-3）。孤児、ホームレス、病者の
ための家（ホーム）を建てた。ディアコニアの実践は教会の成長のため、とりわけ最初の３世紀の間のそ
れに大きく貢献した（ロドニー・スターク）。 
2.  コンスタンティヌスによる大変換、少数派の運動から強力な国家の教会へ。宗教的自由の勅令（313年）
が発布される、日曜日が公の休日となる（323年）、キリスト教が公的な宗教と宣言される（380年）。 
3.  修道院が宗教実践の新しい、もう一つの領域となる、とくに５世紀以降。ある意味では、このことが強力
な機関としての教会と、病者や周辺に追いやられている者たちへのケアとしてのディアコニアの分離へと
道を開いたと言える。 
4.  マルティン・ルターは 1517年 10月 31日にいわゆる免罪符（正確には免償符）に関する 95箇条の提題を
発表したことにより宗教改革を開始した。当初は宗教実践の商品化、煉獄での罰を怖れる信者たちの経済
的搾取への反動だった。こうして、宗教改革は実にその始まりから明確にディアコニアの次元を持ってい
た。 
5.  宗教改革は教会の政治的、社会的な権力を疑問視していた。 
6.  ルターは、神の恵みにより、またイエス・キリストへの信仰を通しての神の無償の賜物としての福音を発
見した。神の恵みが律法と罪と死から解放する【自由にする】し、隣人への奉仕へと解放する【自由にす
る】。『キリスト者の自由』が 1520年に刊行された。 
7.  彼は善い行いを問題視した。それはあくまでも神との関係における功徳（功績）ではなく、あくまでもキ
リストにある新しいいのちの表現でなければならない。善い行いとは善い実である。なぜなら、それはキ
リストへの生きた（有機的な）繋がりの故であって、第一義的には道徳的な義務ではなかった。 
8.  ルターは教会の構造と教会生活を改革した。ディーコン（奉仕者）はいなくなり、修道院は消滅した。ル
ターは病者と貧者とを世話【ケア】するディーコンを任命することを願ったが、これは実現に至らなかっ
た。同じような見解は他の改革者たち、ブツァー（ストラスブルク）やカルヴァン（ジュネーブ）も採っ
た。 
9.  長老のみがいる教会の在り方（牧師中心主義）がルター派の教会の、また多くの他の宗教改革の教会にと
ってのモデルとなった。 
10. ルターは、世俗権力（都市の評議会や領邦君主）こそ、彼らに与えられた神からの召命と権威の一つとし
て、社会の福祉に責任を負うべきだと主張した。 
11. 貧しい者たちへの関わりの改革案によれば彼らへの教育と労働の機会をもたらすはずだった。ルターは宗
教的な実践としての物乞い（当時、托鉢は善い行いの手段と考えられていた）を否定し、学校を建て、貧
しい者を支援するための共同体としての奉仕（共同基金箱）を創設した。 
12. キリスト者たちへの召命は責任ある市民として生きることだった。これは、宗教的召命（聖職者、修道士
になること）のほうが通常の職業よりも優れたものだとみなしていたカトリック教会の伝統からの断絶を
意味した。 
13. 二王国論という教えを立てた。それは、教会の権威は霊的な領域に限定され、王に対して秩序と統治を維
持し、貧しい者をケアし、必要とあらば剣を使用するために神から権威を与えられているとの教説である。 
14. 起こりえたネガティブな結果：教会はみ言葉が宣べ伝えられ、聖礼典（サクラメント：洗礼と聖餐）が執
行される場へと制限された。ディアコニアの実践は教会の生活の中で隅に追いやられて行った。 
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この回は、ルターによる宗教改革が、ディアコ
ニアに与えた影響について言及された。ルター派
の影響下にあった国々は、それまでディアコニア
を担ってきた修道院が解散となったことにより、
世俗権力が社会福祉の責任を負うようになった。
現在のノルウェーを含む北欧各国（ルター派）が
高福祉国家であることは、このことに端を発して
いる。また、宗教改革以前は、奉仕する行為は奉
仕者が自らの罪の償いのため、自らを高めるため
に行ったものであったが、ルターが主著『キリス
ト者の自由』（1520 年）の中で、罪の償い以前に、
既に人は恵みにより信仰を通して救われていると
説いたことから、隣人への奉仕も、純粋に「隣人
のために」行うという捉え方に転換した、という
指摘がなされた。これにより、奉仕する側も奉仕
される側も、対等な関係性になったという。
2017 年はルターによる宗教改革から 500 年と
なる年だが、このように宗教改革が福祉の歴史に
与えた影響をみていくことは、今後重要なことで
あろう。
②神学生のための特別講義「教会のミッションと
してのディアコニア」
福音宣教のなくてはならない要素の一つとして
のディアコニアを聖書的、実践的に語られた（9
月 20 日）。
③教授会対象の講義「北欧社会福祉とディアコニ
ア」
北欧、とくにノルウェーの社会福祉の歴史、現
状と課題およびそれと教会が大切にしてきたディ
アコニアとの関わりを講義された。活発な質疑応
答がなされた（9 月 21 日）。
④ルーテル教会系社会福祉事業関係者対象のセミ
ナー「福祉の先進国・北欧の社会福祉の心と実
践」
教会の社会への関わりと貢献について突っ込ん
だ話し合いが出来た（9 月 26 日）。
２）交流促進のための集まり
①リユニオン
2015 年 9 月にノルウェー研修旅行に参加した
大学生・大学院生たちが、その時お世話になった
ノールストッケ教授ご夫妻を囲んで、一年前の研
修を振り返り、先生ご夫妻への感謝を改めて述べ、
両校の顔の見える交わりを温めた。
②留学希望学生との面談
2017 年度に短期留学を希望している院生との
面談は、本学から送られる院生にとっても、受け
入れるディアコニア大学にとっても、事前に顔と
顔とを合わせての話し合いの機会があったことは
非常に良いことだった。
③リビューと今後の計画
ディアコニア大学のノールストッケ教授と本学
の国際交流の中心的役割を担っている原島と江藤
は、滞日最終日に今回の来日の意義が大きかった
ことを確認し、今後の積極的な発展に努めていく
ことを約束した。
むすびに
昨今の日本の大学は猫も杓子も「グローバル」
である。しかし、グローバル教育とは、各国の経
済がグローバルエコノミーと呼ばれる仕組みに絡
め取られていく中で、世界を股にかけて活躍でき
るビジネスマンを育成することだけではないはず
だ。草の根レベルでの福祉の向上や交流を進めて
いくのもグローバル教育のはずである。先進国と
言われる国々でもかつてより一層格差は広がって
いるのが実感されている。オスロの町にもホーム
レスはいる。モノの流れ、カネ（資本・金融）の
流れだけでなく、ヒトの流れにも国境がなくなっ
てきている。ノルウェーもまた難民を受け入れて
いる。福祉や教育に影響が出ている。その意味で
グローバルとローカルの問題がつながってきてい
る。
本学が目指すグローバル教育は、最先端の学術
研究の国際的な交流とか世界経済の最前線で活躍
する人材の育成ということよりも、真に人々の生
活の向上に寄与し、人々の心身の幸せのために支
援ができる人材を育成することにある。そのため
に、国際的な体験を重ね、文化や宗教や生活環境
など異なる背景を生きている人々をよりよく理解
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し、共通の課題に対する多様なアプローチの経験
に学ぶことが求められている。「人間福祉心理学
科」のどのコースにいてもきっと役に立つことと
確信している。そのことを語ってくれた学生の声
を紹介したい。
・「この研修でよかった」
　豊かな国を羨み褒め称えているだけではい
けないと考えるようになったこと。日本での
今の学びの意義を再確認し、これからまた学
んでゆく意欲を増すきっかけになったこと。
今回のノルウェー研修について振り返ると、
この二つが私にとっての最も大きな収穫であ
ると言える。
　私がこの研修に参加することを決めたの
は、福祉先進国と言われる北欧の制度を見て、
日本はどうすべきか知りたいと思ったからで
ある。しかし、それぞれの見学先で話を聞く
うちに、高福祉の国の様子を非日常として見
て感心したり、制度やシステムを日本のそれ
と単純に比較したり、ましてやそのまま取り
入れようと考えたりするのは無意味であると
いうことに気づいた。先進国で見聞きしたこ
とを活かすのに必要なのは、どの国にもそれ
ぞれに課題があることを理解し、それぞれの
状況の中で福祉の制度がどのように機能して
いるのかまたはどのように機能すべきかを考
えることなのだろう。
　例えば、ノルウェーでは国が多くの資金を
使って高福祉を支えているが、日本とは人口
の規模や産業構造、経済の形態などあらゆる
点において違いがある。また、対処すべき大
きな問題には共通するものもあるが、それば
かりではない。そのため、ノルウェーの制度
がどのような問題に対してどのように働いて
いるのか、良い点・悪い点はどこかといった
ことを見たり聞いたりして学び、それを日本
の置かれた状況と合わせて考えなければなら
ないのである。「日本はどうすべきか」とい
うことについて、研修を終えても私の考えは
まとまらないが、解決策は教わるのではなく
考えるのだと気づいたことや、その参考にな
るものをたくさん見られたことは、私にとっ
て非常に意味のあることであった。
　ノルウェーの制度を見たいなどと考えて参
加した私だったが、研修を振り返って真っ先
に思い出すのは、具体的なシステムや制度の
ことではない。
　私たちは、ソーシャルケアを教える大学、
高齢者施設、障害者の支援施設、困窮者支援
の組織、病院などいくつもの施設を見学した。
その中のどの施設においても、職員の方は自
らの仕事に誇りを持って働いているというこ
とが、その表情や話しぶり、利用者との接し
方などから窺えた。また、彼らが誇りを持っ
て取り組む活動の根底にある信念や理念は、
私たちがルーテル学院大学で学んでいる内容
と根本的に同じであるということがわかっ
た。現場で働く方に直接会って話を聞くこと
で、日本での私の学びは実践にもつながる意
義あるものだということを再確認し、今後の
学びやその先の仕事に対して改めて意欲を持
つことができたのである。
　福祉先進国として他国から讃美されるノル
ウェーも、少なくない課題を抱えている。そ
れでもひとつひとつに向き合い、取り組んで
いる。日本には課題が山積みで現状に失望す
ることもあるけれど、ひとつひとつの課題に
誠実に向き合い解決してゆくことはできるは
ずだ。日本の現場にもそのような働きをして
いる人はいるし、私も嘆いてばかりいるので
なく課題に向き合って考えて解決に役立つ力
をつけてゆかなければならない。研修を終え
て、私はこのように感じている。単なる観光
旅行に比べて遊びの時間はもちろん少なかっ
たが、たくさんの人に出会い様々な話を聞け
て、これから考えるべきことも見つけた。初
めての北欧旅行がこの研修でよかったと私は
胸を張って言える。
 （臨床心理コース２年　小林 希望）
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今後も、アメリカ、アジアの諸大学との交流も
引き続き維持発展させていく。それと同時に、ヨー
ロッパ、とくに共通のＤＮＡを持つ北欧の教会と
それに支えられている大学との交流は益するとこ
ろ大だと信じている。大学の使命や性格に共通点
を多く持つディアコニア大学との交流は、本学の
国際教育の新しいステージを切り開いていくこと
になることを期待している。2018-19 年度の「エ
ラスムス・プラス」も活用して、学生レベル、スタッ
フのレベルでの双方向での協力体制を進めていき
たい。ここまでの関係者の努力に感謝しつつ・・・。
注
1 「ディアコニア」とは新約聖書の中で使われた、神の
恵みに応えてする隣人への奉仕、もてなしのこと。教
会による社会福祉の働きとして、初期から今日までさ
まざまな形で展開されてきた。
2 米国オレゴン州ポ トーランドを拠点とする、親しい者
との死別の悲嘆を経験した青少年とその家族への支
援団体。本学とも長い交流がある。
3 ル ー テル 世 界 連 盟（Lutheran World Federation: 
LWF）は、ルター派の信仰と神学の伝統を汲み世界
中の 145 教会、7200 万人の会員が作る教会共同体で
ある。日本の 3 つのルーテル教会も加盟している。
4 日本福音ルーテル教会は、日本ルーテル教団と共に、
本学の設立母体教会である。日本に存在するルター
派の教会の中では最も古く、1893 年から福音宣教を
行っている。教会と教会によって建てられた学校、社
会福祉施設、幼稚園・保育園が連携して、るうてる
法人会連合を組織して、伝道、教育、奉仕の働きを
展開している。
5 デンマーク牧場は、ルーテル教会を背景とするスカン
ジナヴィアの宣教団体によって戦後始められた宣教。
当初は伝道と合わせて、デンマークの畜産・農業を
教えることでの地域貢献を行い、そのために静岡県
袋井市に広大な牧場を擁していた。不登校児童への
支援活動へと働きが移り、現在は総合的な社会福祉
活動を行っている。
6 Erasmus+　http://ec.europa.eu/programmes/
erasmus-plus/ （参照 2017-2-14）
7 ジプシーと呼ばれる集団のうち、北インドのロマニ系
に由来。中東欧に居住する移動型民族。ノルウェー
にも在住している。
8 『ルーテル学院大学　ノルウェー研修報告書』（2015）
より引用。
9 大学・神学校向け以外にも、教会向けの講義、説教
が開催された。１）日本福音ルーテル教会・日本ルー
テル教団の女性たちの共同プログラム「いつくしみ」
主催の講演会「ディアコニアに生きた女性たち―聖書
と歴史に見るディアコニア―」は来日早々の 9 月 16 日
に東京教会で行われた。具体例を紹介しながらの密
度の濃い講演だった。２）9 月18 日には日本福音ルー
テル東京教会主日礼拝で「ディアコニアの心」と題し
た説教がなされた。
